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竹を使ったアユの逃げ場

生け葦を使ったアユ放流
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放流 』たア蕊が ア丑が身を隠す場所

群取な齢よう臆寄る 逃ぼ込怒場所が必要
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具
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AI A2　A3　A4　A5　BI B2　B3　B4　B5

平成19年度荒川試し釣り

釣れ具合（尾／時）

≡■■ 煙

逃 げ 場 の あ る 区 間

（A ）

デ場 の な い 区 間

（B ）
A ／B

解 禁 日 4 ．9 0 1 ．3 5 3 ．6 3

1 週　 間 5 ．1 9 2 ．2 5 2 ．3 0

2 週 間 3 ．9 6 2 ．0 9 1 ．8 9

平成19年度鬼怒川解禁後釣り

逃げ場のある区間（A）では、ない区間（B）に比べ　　逃げ場のある区間では、ない区間に比べ解禁後2週間、

2．眉倍多くアユが釣れた。解禁日も、机窃倍多かった。1．9～3．6倍多くアユが釣れた。



用意する部材と費用の目安

部材名 規　 格 参考単価 打賀 考

鉄　　 筋 径3 2 m m　 長さ 1．6～ 1．8 m 2 ，8 0 0 円 剣先加工科含む

ロ　ー　 プ 径6 m m （2 0 0 m 巻） 4 ．5 0 0 円 ポリプロピレン 又は緑　 径6 m m 以上

ネ　 ッ　 ト 2 m X lO m 8 ，8 0 0 円 流れのゆ い場所で使用

竹 真竹（根元径4 ～5 c m ） 枝付き1コ
分のみ使用

＊ロープは逃げ場の長さ×1．2、竹は1本4m（逃げ場の長さ100mで25本）見当

設置のしかた

1′、打√ 状 況 に 昂

に 、上 空 ブ

を防 ぐ糸

雷汚 す
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延 した 1 本の ロー プに

竹 を くくりつけて ゆく

■

カワウ着水

応じ水面上60cm
からのカワウ侵入

を張る

水深70cm以内

．わ．、

々‘ヽ＋T　中で1

岸から離しすぎない
（両側からカワウに攻撃される）

鉄筋で国定する

鉄筋の間隔は

20～30m見当

※流れのゆるい場所では、ネッ
トで石を包み、重しにして固
定できる



巨 を使ったアユ放流

①河川に設置した生け葦の中で2日間、河川の水にならしてから放流

②アユは群れずに広く分散し、カワウに捕食されにくい

⑨釣れ具合が向上する

アユの大きさにより、

1個5，000～8，000尾収容可能。

数個を連ねて使用する。

生け薫1個に使用する部材

≠ 畠 規　 格 数　 量

ハ イ　 ブ プラスチックコーティング鉄　 9 0 c m 1 2 個

ハ イ　 ブ プラスチ ックコーティング鉄 1 2 0 c m 4 個

コ－ ナ ー J －4 8 個

通 し J － 1 2 B 4 個

ネ ツ　 ト N 2 4 （トリカルネ ット） 5 ．4 m

ノて ン　 ド 1 5 0 m m 10 0 個

J‡lた 用 網 12 0 c m X 15 0 c m 1 枚

＊要用は1個当たり約12．000円。

渡良瀬川での調査（漁期中に釣られた尾数）

・⊇－ 藍

河 川 水 に な ら して

か ら放 流 （A

也か ら直 接 放 流

（B ）
A ／R

平 成 1 5 5 1 1 7 3 ．0 0

平 成 1 6 5 0 1 2 7 1 1 ．8 4

平 成 1 7 2 5 9 1 4 1 1 ．8 3

毎年A、B各20，000尾を、標識
を変えて放流し、解禁後釣り人
からの報告を集計した。生け筆
で2日間水にならしてから放流
したアユは、直接放流したアユ

に比べ、頂．8～3．田倍多かった。



巨これからの11ウ対策
①795羽のカワウ胃内から、26魚種1，529履＊の魚類を確認（不明魚を除く）

（蟄そのうちアユは196尾（12．8％）＊

⑨カワウ1羽は1日500g＊＊

④革閤20万円＊＊の魚類を食べる

＊平成12～19年度栃木県水産試験場調べ　＊＊平成19年度全国内水面漁業協同組合連合会調べ


